
平成２６年４月３０日
水 産 庁

水 産 物 の 市 況 に つ い て （ 平 成 ２ ６ 年 ４ 月 及 び ５ 月 ）
―東京都中央卸売市場における平成２６年４月（平成２６年３月２１日～４月２０日集計）の市況と、

平成２６年５月の市況見通し（前月との比較）―

Ⅰ 平成２６年４月の全体の市況

東京都中央卸売市場における総入荷量（水産物の生鮮品、冷凍品、加工品の合計）は
前月と比べ増加となり、卸売価格（水産物全体の１キログラム当たり平均価格）は横ばいに
推移しました。

Ⅱ 平成２６年５月の主要品目の市況見通し

「まいわし（生鮮品）」
入荷量は前月と比べやや増加すると見込まれ、卸売価格はやや弱含みに推移
すると見込まれます。（主漁場は犬吠埼沿岸）

「さけ・ます（塩蔵品・冷凍品）」
入荷量は冷凍原料、製品ともに前月と比べやや増加する程度にとどまり、卸売
価格は横ばいに推移すると見込まれます。

「さ ば（生鮮品）」
端境期に入るため入荷量はやや減少と見込まれ、卸売価格は横ばいに推移す
ると見込まれます。

「するめいか（生鮮品・冷凍品）」
入荷量は端境期を脱し、前月と比べ増加が見込まれ、卸売価格はやや弱含み
に推移すると見込まれます。

「あ じ（生鮮品）」
盛漁期でもあることから入荷量はやや増加と見込まれ、卸売価格はやや弱含
みに推移すると見込まれます。

「まぐろ（冷凍品）」
入荷量は、需要期も過ぎ、前月と比べやや減少すると見込まれ、卸売価格は横
ばいに推移すると見込まれます。

「かつお（生鮮品）」
入荷量は前月と比べ増加すると見込まれるものの、品質が良くなることから卸
売価格は横ばいに推移すると見込まれます。

凡例（目安）
増減率 入荷量 卸売価格
0～ 2 % 並み、横ばい 横ばい
3～10 やや増加(減少) やや強(弱)含み
11～20 増加(減少) 強(弱)含み
21～50 かなり増加(減少) かなり強(弱)含み
51～ 大幅に増加(減少) －



東京都中央卸売市場への総入荷量・卸売平均価格（概数）
（単位：千トン、円／㎏）

４ 月 前 月 前 々 月

入荷量 価 格 入荷量 価 格 入荷量 価 格

２６年 ４７ ８９３ ４０ ８９４ ４０ ８６６

前年 ５３ ８００ ４１ ８２０ ４８ ７７４

注１：入荷量及び卸売価格は、それぞれ前月の２１日から当月の２０日までの暫定数値。
２：入荷量は生鮮品、冷凍品、加工品の合計。

主 要 品 目 の 価 格
（単位：円／㎏、％）

東 京 都 中 央 卸 売 市 場 卸 売 価 格 （ 概 数 ）

４ 月 前月対比 前年同月対比 平年同月対比

い わ し （ 生 鮮 品 ） ２８９ ８２ ７７ ６９

さ け ・ ま す ( 平 均 ) ９３０ １００ １６５ １４７
( ぎんざけ塩蔵品 ) ７８８ １００ １３７ １２０
( あ き さけ塩蔵品 ） ５８４ １０１ １３６ １２８
（ と き さけ塩蔵品 ） ９４５ １００ １５７ １３４
(べにざけ塩蔵品 ) １，０５０ １００ １２７ １２０
( さ け 類 冷 凍 品 ) ９５２ １００ １８１ １６０

さ ば （ 生 鮮 品 ） ５２６ １２２ １３５ １４３

するめいか (平均 ) ５７８ １０８ １１５ １２６
（生鮮品） ７２４ １２７ １０５ ９９
（冷凍品） ５０５ １００ １１７ １３５

あ じ （ 生 鮮 品 ） ６８６ ９７ １００ １１６

ま ぐ ろ （ 冷 凍 品 ） １，１９３ ９９ ９９ ８７
（ め ば ち 冷 凍 品 ） ８４２ １００ １０１ ８７
（ き は だ 冷 凍 品 ） ７２６ ９９ ９４ ８２
（くろまぐろ冷凍品） ３，４３７ １０９ ９８ ９８
（みなみまぐろ冷凍品） １，７７９ １０５ ８２ ８３

か つ お （ 生 鮮 品 ） １，０５１ １２０ １１５ ９２

注１：品目により、市場で主流となる形態が異なることから、市況を把握する指標としても
っとも適当な形態についての価格データを掲載している。

注２：４月の価格は１～２０日までの速報値。平年とは平成２１年～２５年の加重平均値。
注３：さけ類冷凍品は、主として、ぎんざけ、あきさけ、ときさけ、べにざけ、アトランティック

サーモンが含まれる。
注４：さけ・ます(平均）は、さけ・ます類全般の塩蔵品及び冷凍品が含まれる。
注５：まぐろ（冷凍品）は、めばち、きはだ、くろまぐろ、みなみまぐろが含まれる。

問い合わせ先：水産庁加工流通課企画調査班
代表 ０３－３５０２－８１１１
内線 ６６１７ 岡野、原
直通 ０３－３５９１－５６１２


